
平成２７年度 香川県立琴平高等学校 学校評価書 
 

 

１ ミッション 

 

地域社会で活躍する、誠意ある熱意あふれる創意に満ちた人間の育成 

 

 

２ ビジョン 

 

  （１）誠意、熱意、創意を持って地域社会で活躍できる生徒を育てる学校 

  （２）教職員の協働により組織として教育実践を推進する学校 

  （３）保護者・地域との連携を図り、地域社会から信頼される学校 

 

 

３ 本年度の重点目標 

 

①「地域で学び、地域で育つ琴高生」を実現するために、次の４点について重点的に取り組む。 

・基礎学力の向上  ・基本的生活習慣の確立  ・進路意識の高揚  ・地域連携の推進 

②教職員の自律性と協働性を高めるシステムを構築する。 

 「元気のでる学校づくり」のため、教職員による提案システムの構築、情報共有の方法の改善、

校務分掌組織の見直しなど、教職員の自律性と協働性を高める学校経営システムを構築する。 

③学校を進化する組織として再構築する。 

学校評価のあり方を見直すなど、常に進化し続ける組織のあり方をめざす。 

 

 

４ 自己評価表（校務分掌、学年団、各教科）  

 

 

５ 学校評価アンケート（各学年、３年保護者、教員、自由記述） 

 

 

６ 学校関係者評価(学校関係者評価委員会、平成 28 年度に向けて) 

 

 



※１ 評価計画は,①＝会を開いて話し合う, ②＝アンケートをとる, ③＝その他(具体的に記入) 

※２ 実施状況は、Ａ＝「良く成果をあげた」，Ｂ＝「成果があがった」，Ｃ＝「あまり成果がなかった」の３段階での評価を書く。中間評価は，年度末での評価予想を書く。 

   中間評価：分掌・学年団は９月末,教科は 10 月末。最終評価：１月末。 

 

分

掌 本年度の重点目標 具体的取り組み 
評価計画 

※１ 

実施状況 

（中間評価） 

※２ 

取り組みの見直し 

実施状況 

（最終評価） 

※２ 

評価の根拠・課題 来年度の重点目標 

教

務

部 

振替休業や学校行事

等による授業時間数

の減少を最小限にく

い止め、学習時間を確

保する。 

月曜日の科目の授業時

間数が減少することが

予想されるため、定期

的に科目別授業時間数

を調査し、科目別実施

授業時間を平均化す

る。 

① Ｂ 

総体壮行会を１校時

ではなく６校時に実

施することで、更衣の

時間による授業時間

の減少をくい止めた。 

一層の行事見直しを

検討したい。 

Ｂ 

集会の開催を必要最

小限にした。時間講師

の都合もあり、月曜日

の授業を他の曜日に

変更実施することは

できなかった。 

定期考査の日程を調

整することで、授業時

間数の減少をくい止

めつつ、部活動運営と

のバランスも考慮し

た学校行事を計画し

たい。 

学校の特色を明確化

し、より良いコース運

営を行うため、教育課

程を検討し校力の向

上を図る。 

各コースにおける実施

授業科目を見直し、特色

あるコースになるため

の教育課程を計画・検討

する。 

① Ｂ 

新教育課程への変更

点が少ないため十分

な成果は感じられな

いが、現在次年度に向

けての見直しを検討

中である。 Ａ 

平成 29 年度の入学生

より、人文社会コース

(２年)の履修科目の

物理基礎を科学と人

間生活へ変更し、Ｂ群

に子ども文化を追加

することで、近年増加

傾向にある保育系へ

の進学希望者により

対応した教育課程を

計画した。 

複雑な教育課程にな

ることを避けつつも、

生徒の多様な進路希

望に対応した教育課

程に改善することを

検討し、計画したい。 



分

掌 本年度の重点目標 具体的取り組み 
評価計画 

※１ 

実施状況 

（中間評価） 

※２ 

取り組みの見直し 

実施状況 

（最終評価） 

※２ 

評価の根拠・課題 来年度の重点目標 

生

徒

指

導

部 

校則などのルールを

守ることで、規範意識

を高める。また正しい

制服の着用ができる

ように服装指導を徹

底することにより、基

本的生活習慣を身に

つけさせる。 

登校指導を行うことに

より、遅刻を減らし、

時間や服装の注意喚起

を行う。学年では、学

年主任、学年生活指導

を中心とした指導体制

作りを行う。 

③ 

職員会議等

で共通理解

を図り、全

体で指導を

行う。 

Ｃ 

 

女子のスカートに関

しては生徒の意識に

校則との開きがある。

職員全体で意識を持

ち、学校の基準である

「ひざ下」を全員の教

師が生徒へ指導でき

る体制作り、組織作り

を行う。 

Ｃ 

スカート丈について

の共通理解が図れて

いない。まずはは先生

方へのレクチャーが

必要。生徒の意識に押

し流されないよう、ま

た、生徒を混乱させな

いよう、生徒指導部だ

けでなく全職員で取

り組まなければなら

ない。 

引き続き、校則などの

ルールを守ることで、

規範意識を高め、制服

の正しい着用を徹底

させる。基本的生活習

慣を身につけさせる。 

指導を行う際、生徒間

に不公平感をなくす

ため、指導の統一を図

る。生徒指導部が中心

となって、具体的な内

容を発信していく。 

全職員が共通理解を

持って、指導が行える

ような組織作りを心

がける。 

学年で指導が変わった

り、違いが出たりしない

よう、生徒指導部内で話

し合いを行い、学年の生

徒指導の共通理解を図

る。週に一度ある生徒指

導の会にて、学年の問題

点を話し合い、学年が主

体になって指導してい

く。 

①  
Ｂ 

 

学年の生徒指導が共

通理解を持つことで、

全体としての指導の

公平さを保つことが

できている。引き続き

取り組んでいく。 Ｂ 

各学年で達成目標に

違いがあるものの、不

公平感は生じておら

ず、学校全体が落ち着

きを保っているよう

である。それに伴い、

懲戒も減少している。

今後も学年を中心と

した細やかな指導を

心掛け、生徒への発信

を続けていきたい。 

生徒の指導を行うこ

とも大切であるが、ど

のように生徒に指導

を行うことが適切で

あるかを指導部で検

討し発信していく。 

そのために今後も全

職員が共通理解を持

って、指導が行えるよ

う心がける。 

 



分

掌 本年度の重点目標 具体的取り組み 
評価計画 

※１ 

実施状況 

（中間評価） 

※２ 

取り組みの見直し 

実施状況 

（最終評価） 

※２ 

評価の根拠・課題 来年度の重点目標 

進

路

指

導

部 

高い進路目標を持た

せる。 

行ける学校より行きた

い学校を目指させる。 

公務員試験への挑戦。 
  ② Ｂ 

希望進路の研究と準

備を十分にさせる。 

公務員試験への挑戦。 
Ｂ 

具体的な仕事に結び

つく専門学校希望者

が増えた。公務員・医

療系受験者が増えた。 

進路目標を早期に定

め学力を向上させる。 

進路情報の有効活用。 職員間での情報共有。 

生徒の希望先に応じた

情報提供。 ② Ｂ 年度当初と同じ Ｂ 

生徒の進路状況を把

握し易くした。看護・

公務員模試等の実施

回数の増加。校外進学

説明会参加者の増加。 

進路情報の有効活用。 

特

別

活

動

部 

特別活動に積極的に

参加することを推進

し、協調精神や自己

肯定力の育成を図

る。 

・各生徒会行事 

・生徒が積極的に参加

し、楽しめる活動を計

画する。 

① ② 

③回覧 
Ｂ 

各行事、生徒が積極的

に参加して、活動を盛

り上げることができ

た。 
  Ｂ 

各行事、生徒が積極的

に参加して、活動を盛

り上げることができ

た。どの行事も生徒が

楽しん活動している

様子だった。 

教員からの指示を待

つことが多いので、生

徒の自主的な活動が

できるように促す。 

計画的に仕事をして

いく。 

 

 

 

 

 

 

 

 



分

掌 本年度の重点目標 具体的取り組み 
評価計画 

※１ 

実施状況 

（中間評価） 

※２ 

取り組みの見直し 

実施状況 

（最終評価） 

※２ 

評価の根拠・課題 来年度の重点目標 

特

別

活

動

部 

地域との交流やボラン

テイア活動を通して、達

成感や自己効力感を感

じる。 

各生徒会行事 

生徒が積極的に参加

し、楽しめる活動を計

画する。 
① ② 

③回覧 
  Ｃ 

担当や係りだけの

仕事になっている

ので、特別活動全

体で取り組むよう

にしたい。 

  Ｂ 

各団体から依頼が

多く、生徒と共によ

く協力できた。また

何でも受けるので

はなく、生徒の安全

や団体の性格を考

えて、精選した。 

ボランテイア活動が

重要視されることが

多くなったので、人

数を増やし、学校全

体で取り組む姿勢が

必要である。 

人

権

・

同

和

教

育

部 

教職員の人権問題・同和

問題に関する認識の深化

や授業における指導力の

向上を図るとともに，差

別やいじめを許さない教

職員の毅然とした姿勢を

示すことで，誰もが安心

して過ごせる学習環境を

整える。 

現職教育や人権・同和

教育ＬＨＲの事前研修

等の充実を図るととも

に，日常的な教育活動

の場面においても人権

尊重の意識の徹底をめ

ざす。 

①  Ｂ 

人権・同和教育Ｌ

ＨＲの事前研修の

あり方の見直しや

そのいっそうの充

実を図る。魅力あ

る現職教育の実施

に工夫をこらす。 

Ｂ 

人権・同和教育ＬＨ

Ｒの事前研修のい

っそうの充実を進

めることができた。

現職教育の実施を

通し，教職員の人権

意識高揚を図るこ

とができた。 

各教職員が，自主的

かつ日常的に，人権

問題・同和問題に配

慮した教育活動を進

めていく，という雰

囲気を，学校全体と

して醸成していきた

い。 

 

 

 

 

 

 

 



分

掌 本年度の重点目標 具体的取り組み 
評価計画 

※１ 

実施状況 

（中間評価） 

※２ 

取り組みの見直し 

実施状況 

（最終評価） 

※２ 

評価の根拠・課題 来年度の重点目標 

人

権

・

同

和

教

育

部 

地域社会や小中学校等との交

流・情報交換を密にし，進路

保障のための協力体制をつく

る。 

定期的に小中学校等

との交流・情報交換の

場を設けるとともに，

地区で開催される保

護者懇談会や学校説

明会の機会をとらえ

て地域社会との連携

強化をめざす。 

 

 

①  Ｂ 

従来の取り組みに

加え，日常的にも

地区関係機関や保

護者との情報交

換・連携強化を図

る。 
Ｂ 

定期的に開かれる

小中学校等との交

流・情報交換の機

会や地区で開催さ

れた保護者との懇

談会・学校説明会

への参加などを通

し，地域社会との

連携の強化を図る

ことができた。 

従来の取り組みを

さらに充実させる

とともに，小中学校

等との交流や地区

関係機関・保護者と

の情報交換・連携強

化のいっそうの進

展を図る。 

保

健

環

境

部 

性教育・薬物乱用防止教育に

関する講演会・LHR を通して、

命の大切さや尊さを学び自己

肯定感を養う。 

1・2 年生は性教育を

LHR で行う。 

3 年生は LHR で薬物

乱用防止の講演会を

行う。 

  ② 
LHR を実施し

た 

 

Ｂ 

１・２年生は LHR

で 

とり上げることで

テーマをより身近

に考えることがで

きた。 

薬物や性教育の新

しい資料を購入す

る。 

また、講演会を行

う。 

地域防災避難所としての役割

を把握する 

琴平町との連携を取

り役割りを確認する。 

 ①   
１２月に実施

予定 

地域防災避難所と

しての役割の確認

をする Ｃ 

1 年生対象に AED

の講習会を行っ

た。実習に参加し

ていない生徒も見

受けられた。 

琴平町との連携を

図る 

 

 



分

掌 本年度の重点目標 具体的取り組み 
評価計画 

※１ 

実施状況 

（中間評価） 

※２ 

取り組みの見直し 

実施状況 

（最終評価） 

※２ 

評価の根拠・課題 来年度の重点目標 

教

育

相

談

部 

生徒の悩みや困り感の早期発

見、早期対応を図り、支援し

ていくことで、生徒が学習に

集中できる環境を整える。 

生徒の多様なニーズ

に対応するため、学級

担任や学年主任との

連携やＳＣ、ＳＳＷと

教育相談部員の協力

体制の強化に努める。 

①  Ｂ 

1 学期当初の面談

に加え、本年度か

ら 2学期初めにも

全員面談を行うこ

とにした。その成

果を相談活動に役

立てることに努め

る。 

Ｂ 

2 学期初めの面談

を受けて、学級担

任と連携を取り、

ＳＣ、ＳＳＷに早

期につなげること

ができた。生徒指

導とも連携して対

応できた。 

悩みや困り感を抱

える生徒に対応す

る際、保護者の協力

や理解が得られる

ように、ＳＣ、ＳＳ

Ｗを含めた校内で

の連携体制の在り

方を工夫していき

たい。 

生徒の出席状況を把握し、欠

席等の原因を解明する。悩み

等の解決に尽力し、規則正し

い生活が送れるように支援す

る。 

欠席・健康調査や学校

生活アンケートを活

用し、担任や学年主任

と適切な連携を取り

ながら、早期対応と継

続的な見守りに努め

る 

①  Ｂ 

欠席・健康調査や

学校生活アンケー

トの結果を生徒指

導連絡協議会等で

の話し合いに生か

し、より効果的な

連携に努め、生徒

を支援する。 

Ｂ 

生徒指導連絡協議

会や教育相談部内

での話し合いの中

で、困り感を抱え

る生徒の情報を共

有し、連携対応に

つなげることがで

きた。 

欠席がちな生徒の

継続的な見守りが

学校生活の安定に

欠かせないので、教

育相談部内での連

携を強化し、多面的

な支援体制を作っ

ていきたい。 

 

 

 



分

掌 本年度の重点目標 具体的取り組み 
評価計画 

※１ 

実施状況 

（中間評価） 

※２ 

取り組みの見直し 

実施状況 

（最終評価） 

※２ 

評価の根拠・課

題 
来年度の重点目標 

教

育

研

究

部 

学習意欲を高め学力を向上さ

せるための取り組みを充実さ

せる。 

従来の取り組みを見

直すとともに、新た

な業務(学校評価、現

職教育)に協力して

取り組み、軌道に乗

せる。 

①  Ｂ 

１学期に実施した

生活時間アンケー

トに改良を加え、

２学期にも実施す

る。 

Ｂ 

生活時間アンケ

ートは実態把握

としては有効で

あった。活用方

法を検討し、学

力向上に繋げた

い。 

学習意欲を高め学力

を向上させるために、

様々な取り組みを提

案・実現させる。 

学校図書館を活性化し、読書

活動を推進する。 

各教科、分掌と連携し

て 

図書館利用の促進を

図る。 

  

①  

 

Ｂ 

広報活動を、より

積極的に行う。 
Ｂ 

より活発に活動

できた。各教科

との連携をさら

に密にしたい。 

学校図書館を活性化

し、読書活動を推進す

る。 

広

報

渉

外

部 

「琴高通信」の発行、ホーム

ページの適時的な更新によ

り、地域や保護者へ、本校の

教育活動の発信を行う。 

ホームページを新た

に全面的に改定し、

ターゲットを明確に

して、行事予定など

の内容を定期的に更

新する。「琴高通信」

第 17 号を９月ぐら

いに編集・発行する。 

① Ｂ 

ホームページを

新たに全面的に

改定し、行事予定

などの内容を定

期的に更新して

いる。 

「琴高通信」第

17 号を 10 月 1 日

付で発行し琴平

町の全戸に配布

した。 

Ｂ 

ホームページの

改定がほぼ完了

しつつあり、行

事予定などを定

期的に更新する

ことができてい

る。「琴高通信」

の発行・配布も

完了した。琴高

ふれあいダイア

リーも作成中で

ある。 

ホームページの更新、

琴高通信などを中心

に情報発信の場を更

に広げて行く。 



 

分

掌 
本年度の重点目標 具体的取り組み 

評価計画 

※１ 

実施状況 

（中間評価） 

※２ 

取り組みの見直し 

実施状況 

（最終評

価） 

※２ 

評価の根拠・課題 
来年度の重点

目標 

広

報

渉

外

部 

ＰＴＡ活動、同窓会

活動を通じて、保護

者や同窓会との連

携を密にする。 

ＰＴＡ総会、琴高祭でのＰ

ＴＡバザー、同窓会の役員

会などを計画し連携を密に

して行く。 

 

 

① Ｂ 

ＰＴＡ総会、琴高祭での

ＰＴＡバザーに多数の

保護者の参加を得た。同

窓会の役員会などを実

施し、創立８０周年記念

事業について相談した。 

Ｂ 

ＰＴＡ総会、琴高祭でのＰ

ＴＡバザーも保護者の参

加で成功した。同窓会の役

員会などを実施し、創立８

０周年記念事業について

計画を練った。 

特別な活動以

外の普段の活

動においても

保護者との連

携を密にして

行くよう努力

する。 



※１ 評価計画は,①＝会を開いて話し合う, ②＝アンケートをとる, ③＝その他(具体的に記入) 

※２ 実施状況は、Ａ＝「良く成果をあげた」，Ｂ＝「成果があがった」，Ｃ＝「あまり成果がなかった」の３段階での評価を書く。中間評価は，年度末での評価予想を書く。 

   中間評価：分掌・学年団は９月末,教科は 10 月末。最終評価：１月末。 

 

学

年

団 

本年度の重点目標 具体的取り組み 
評価計画 

※１ 

実施状況 

（中間評価） 

※２ 

取り組みの見直し 

実施状況 

（最終評価） 

※２ 

評価の根拠・課題 
来年度の重点

目標 

１

年

団 

学習習慣を確立さ

せ 自 学 自 習 の 意

欲・態度を培い、基

礎学力を定着させ

る。 

漢字・英単語テスト等 地

道に根気強く指導する。 

各クラスで面談を実施し、

成績について指導 する。 

 
① Ｂ 

漢字・英単語テスト等 

地道に根気強く指導し

ているが、さぼろうと

する生徒もいる。教科

の成績として認定する

など新たな考え方も必

要と 

考える。 

Ｂ 

各クラスで面談を実施

し、成績について指導

することができた。今

後も、地道な指導を継

続していくことが必要

である。 

 

基礎学力の定

着を図るた

め、継続的な

指導を根気強

く行ってい

く。 

基本的生活習慣を

定着させる。 

 

 

 

 

①制服を正しく着用させ  

る 

②時間を厳守させる 

③言葉遣いを正しくさせる 

 

 

①     Ｂ 

ほとんどの生徒は、おと

なしい生活を送ってい

るが、数名の生徒は厳し

い状況にある。今後も指

導を継続していく。 

Ｂ 

ほとんどの生徒は落ち

着いた学校生活を送っ

ている。問題のあった数

名の生徒も明らかに生

活が改善された。 

生徒指導部

と連絡を密

にし、地道な

指導を継続

していく。 



 

学

年

団 

本年度の重点目標 具体的取り組み 
評価計画 

※１ 

実施状況 

（中間評価） 
取り組みの見直し 

実施状況 

（最終評価） 
評価の根拠・課題 来年度の重点目標 

２

年

団 

・基本的生活習慣の確

立 

 

 

 

・授業に集中して、学

力を向上させる。 

・校則を遵守させ、社

会のル－ルを身につけ

させる。 

・挨拶、掃除、服装、

時間厳守。 

・家庭学習の習慣を確

立させる。 

①  Ｂ 

服装について、ほとん

どの生徒は整備でき

ているが、繰り返し指

導の必要な生徒がい

る。なぜ服装を正しく

着るか、時間をなぜ守

るかを生徒に理解を

求め生徒指導部の協

力により、指導が強化

できた。 

Ｂ 

頭髪、服装の検査にお

いてほとんどの生徒

は問題なく良好であ

る。一部の生徒の頭髪

についても経過を見

ながら指導しており

改善されている。 

その他学校生活での

校則の遵守もスム－

ズに行えている。 

生徒自ら場面場面に

おいて、なぜ大切かを

理解させて取り組ま

せる。 

・適切な進路選択が 

行えるように支援す

る。 

・個別面談等により、進

路希望の把握や進路情

報の提供に努める。 

①  Ｂ 

さまざまな機会を利

用し情報を提供する

ことで自分の進路に

ついて考えさせるこ

とができた。 
Ｂ 

進路指導を中心に総

合的な学習の時間や

ＬＨＲを利用するこ

とができた。また、進

路見学会などを通じ

て情報提供などに努

めてきた。さらに進路

意識を高めさせるた

めに工夫していきた

い。 

進路意識を高めるた

めに、情報提供や個人

面談、保護者との連絡

が重要となってくる。 

更に学校生活や学習

への取り組みについ

て反省し、進路実現の

ための努力ができる

ように指導していく。 

 

 



 

学

年

団 

本年度の重点目標 具体的取り組み 
評価計画 

※１ 

実施状況 

（中間評価） 

※２ 

取り組みの見直し 

実施状況 

（最終評価） 

※２ 

評価の根拠・課題 来年度の重点目標 

３

年

団 

進路を実現するため

に日々努力する。 

保護者と連絡を取りな

がら、計画的に進路を

決定する。 

進路資料や情報を生徒

に継続的、意識的、積

極的に提供する。 

・生徒との面談を必要

に応じて実施する。 

①  Ｂ 

情報の発信が遅れな

いようにする。 

Ｂ 

必要に応じた三者懇

談を実施した。 

進路指導部との連携

により迅速な対応が

できた。 

自分の可能性に挑戦

できる生徒を育てる。 

授業を真剣に受ける。 進路目標を自覚させた

家庭学習をさせる。 

提出物の期限を守らせ

る。 

①  Ｂ 

継続した指導を意識

する。 
Ｂ 

個別指導による学習

指導を効果的に行う

ことができた。 

短期的な目標を立て

させ、継続した取り組

みができるようにす

る。 

基本的な生活習慣を

確立させる。 

校則を遵守させ、社会の

ルールを身につけさせ

る。 

挨拶の励行、清掃、服装

の整備を意識させる。 

・保護者との連携を密に

し、生活実態を把握す

る。 

①  Ｂ 

継続した指導を意識

する。 

Ｂ 

担任を中心に、学年団

の職員が連携し、生徒

の指導を行うことが

できた。 

共通した意識を学年

団が持ち、指導に臨め

るようにする。 

 

 



※１ 評価計画は,①＝会を開いて話し合う, ②＝アンケートをとる, ③＝その他(具体的に記入) 

※２ 実施状況は、Ａ＝「良く成果をあげた」，Ｂ＝「成果があがった」，Ｃ＝「あまり成果がなかった」の３段階での評価を書く。中間評価は，年度末での評価予想を書く。 

   中間評価：分掌・学年団は９月末,教科は 10 月末。最終評価：１月末。 

教

科 本年度の重点目標 具体的取り組み 
評価計画 

※１ 

実施状況 

（中間評価） 

※２ 

取り組みの見直し 

実施状況 

（最終評価） 

※２ 

評価の根拠・課題 来年度の重点目標 

国

語 

自己表現力を伸ば

し、主体的に学習さ

せる。 

様々な文章を書き相互

評価したり、発表した

りする機会を増やす。

各自の取り組みを科内

で共有する。 
①  Ｂ 

継続して取り組んで

いく。 

 

 

 

Ｂ 

｢書く｣指導、調べ学

習、発表や相互評価

等に各自が工夫し

て取り組んだ。科内

での情報交換も有

意義であった。｢読

む｣指導にも力を入

れたい。 

主体的な学習を通じ

て、バランスのとれた

国語力を育てる。 

地

歴

公

民 

社会常識・社会事象

を知るという習慣を

身につけさせるとと

もに，知りえたこと

の定着を図らせ，さ

らに問題意識の深化

をめざす姿勢を育

む。 

新聞やテレビのニュー

ス番組等を積極的かつ

分かりやすく授業で取

り上げ，生徒の興味関心

を高めるとともに，考査

問題等にも反映させる

ことで社会常識・社会事

象に関する知識の定着

を図る。また調べる・考

える・表現するというこ

とに挑戦させ，生徒の問

題意識の深化をめざす。  

①  Ｂ 

生徒は新聞やテレビ

のニュース番組等か

ら情報を得ようとす

る姿勢をもつように

なってきつつある。

さらに自ら問題を設

定し，考え，表現す

る，というところへ

生徒を進ませるため

の取り組みを，今後

は工夫したい。 

Ｂ 

授業中の生徒の活

動の見直し等を通

じて生徒は新聞や

テレビのニュース

番組等から情報を

得ようとする習慣

をもつようになっ

てきつつあり，また

考査問題を工夫す

ること等で，自ら考

え，表現する姿勢を

身につけつつある。 

従来の取り組みを継

続し，社会常識・社会

事象を自主的に知ろ

うとする習慣を身に

つけさせたい。また社

会情勢を知るという

ことだけにとどまら

ず，自分なりに考えた

り，考えを文章化した

りする姿勢を育ませ

たい。 



 

教

科 本年度の重点目標 具体的取り組み 
評価計画 

※１ 

実施状況 

（中間評価） 

※２ 

取り組みの見直し 

実施状況 

（最終評価） 

※２ 

評価の根拠・課題 来年度の重点目標 

数

学 

学習内容の定着を図

り達成感を持たせる。 

小テストや確認プリント

を定期的に実施する。 

 

① Ａ 

このまま確認プリン

ト等を定期的に続け

る。 

 

Ａ 

定期的に復習するこ

とにより学習内容の

定着が図れた。 

学習内容の定着を図

りより多くの生徒に

達成感を持たせる。 

理

科 

積極的に授業に参加

し、基礎学力の育成を

目指す。 

実験などを取り入れ、興

味関心を持たせるととも

に、小テストなどの実施

で基礎的な知識の充実を

図る。 

 

① Ｂ 

さらに継続して取り

組んでいく。 

 

 

 

Ｂ 

基本的な事項の小テ

ストを定期的に行う

ことで知識の定着が

見られた。科目によっ

ては、授業の進度の関

係で実験が十分実施

できていない。 

基本的な知識の定着

を図る取り組みを継

続するとともに、興味

関心を持たせるため

に、実験を多く行うこ

とができるよう計画

する。 

保

健

体

育 

主体的に活動に取り

組む環境づくり。 

指示に従い規律ある行動

をさせる。 

① Ｃ 

学年によって、講座に

よって意識や行動に

大きな差が出てしま

う。グループで行わせ

る。多少時間がかかっ

ても、根気強く丁寧に

指示・指導を行う。 

Ｂ 

根気強く丁寧に指

示・指導を行うことに

より、少しずつではあ

るが主体的に活動に

取り組み、規律ある集

団になってきた。 

来年度も、今年度の目

標を継続して指導し

ていきたい。 

安全に留意して活動

させる。 

実施種目の特性や実施内

容、用具などについて、そ

の都度具体的に指示・指導

を行う。 

② Ｂ 

安全に留意し、活動に

取り組む生徒が増え

た。 
Ｂ 

アンケートなどのか

ら、安全に留意して活

動しているとの回答

を得た。 

来年度も、今年度の目

標を継続して指導し

ていきたい。 

 



 

教

科 本年度の重点目標 具体的取り組み 
評価計画 

※１ 

実施状況 

（中間評価） 

※２ 

取り組みの見直し 

実施状況 

（最終評価） 

※２ 

評価の根拠・課題 来年度の重点目標 

芸

術 

生徒が主体的に取り

組める活動を工夫す

る。 

生徒が取り組む課題を

自分で選んで工夫でき

るようにする。 

生徒の関心・意欲を高め

るために視聴覚教材を

積極的に活用する。 

 

 ① Ｂ 

継続して取り組んで

いきたい。 

 

 

 

 

Ｂ 

課題を自分で選ぶこと

により積極的に取り組

めていた。また、視聴

覚教材を、適宜用いた

ことで、意欲は高まっ

てきた。今後個々の興

味・関心が生涯学習に

つながるよう工夫して

いきたい。 

作品や、教材を用い

た鑑賞活動を積極

的に行い、生徒自ら

感じたことを、自ら

の言葉によって表

現できる言語活動

の充実を図る。 

英

語 

基本的英会話の理解

と運用の充実と中学

時に学習した基礎的

事項の再確認。 

毎授業時に簡単な英会

話を実施するとともに、

教科書本文の解説の折

に中学時に学んだ基本

事項の復習を行う。外国

の文化、諸事情の説明。 

 

①  Ｂ 

概ねこのままで取り

組みたい 

Ｂ 

毎時間英語を用いての

授業を試みることが多

くなった。基本的な事

項の繰り返しを重点的

に行えた。 

簡単な英語表現を

多用するよう試み、

徹底的に基本事項

を定着するよう指

導する。 

 

 

 

 



分

掌 本年度の重点目標 具体的取り組み 
評価計画 

※１ 

実施状況 

（中間評価） 

※２ 

取り組みの見直し 

実施状況 

（最終評価） 

※２ 

評価の根拠・課題 来年度の重点目標 

家

庭 

授業内容を実生活の

中で活かせるよう、工

夫する。 

ホームプロジェクトを

効果的に実施できる方

法を考える。 

① Ｂ 

生徒のホームプロジ

ェクトを紹介し、発

展させた内容を授業

に取り入れる。 

 

 

 

Ｂ 

授業で生徒のホーム

プロジェクトを紹介

し、食生活分野、保

育分野で発展した内

容を扱った。 

生徒の生活の質の向

上を目指し、また、Ｈ

２９年度の県大会で

のホームプロジェク

ト発表に向けて、授業

内容を実生活に活か

せるよう工夫する。 

効果的に実習を行え

るように環境を整備

する。 

実習室にある道具を見

直し、使いやすい環境を

整える。 
① Ｂ 

授業内容を精選し、

生徒に合った、必要

な道具、数量を見直

す。 

 

Ｂ 

ミシンの購入で生徒

の被服製作意欲が向

上したように思う。 

不要なものは処分し、

スペースを確保する。 

商

業 

・ 

情

報 

検定試験合格を意識

した授業へ取り組み

を身に付ける。(商業

科) 

簿記、ビジネス文書実務

検定、情報処理、電卓検

定から三種目３級以上

に合格させる。 

① Ｂ 

 

今一度、基本を確実

におさえさせる。 

 

  Ｂ 

２年生の各検定合格

者が安定していた。 

授業で外部との地域

連携を進めていく。 

情報リテラシーソフ

ト(ワード、エクセル、

パワーポイント)に慣

れる (１年) 

ビジネス文書実務検定

の受験を促す。情報処理

検定の基礎を押さえ、プ

レゼンも体験する。 

①   Ｂ 

 

予定どおり進められ

ている。 

 

  Ｂ 

ソフトの基礎的な項

目(３種)を押さえ

た。 

イントラネットを視

野に入れた授業も考

える。 

 



平成27年度　学校評価アンケート（１年生対象） 平成28年１月実施　回答者数（190名）

あてはまる・おおむ
ねあてはまる（％）

今年度
平均値
（４段階）

昨年度の
１年生の
平均値
（４段階）

1
個人面接は、自分の適性や生活を見つめ、進路について考える良い
機会であった。

90.0 3.4 3.3

2
進路見学会や進路相談会は、進路情報を得たり進路について考えた
りする良い機会であった。

95.7 3.5 3.4

3
体育祭や文化祭などの学校行事は、自発的に活動できる良い機会で
あった。

95.3 3.5 3.3

4
部活動への参加により、協調性や自己肯定感を身につけることができ
た。

81.1 3.3 3.2

5
地域での活動は、達成感を味わい、自主性を高める良い機会であっ
た。

87.3 3.4 3.0

6
差別やいじめを許さない、誰もが安心して過ごせる学習環境が整えら
れていた。

89.5 3.4 3.2

7 心の悩みに対して、適切な援助・支援が行われていた。 77.4 3.3 3.0

8
漢字・英単語テストや課題テストは、家庭学習に取り組む良い機会と
なった。

93.2 3.3 3.2

9 授業を中心とした適切な学習指導が行われていた。 92.1 3.4 3.2

10
勉強と部活動の両立を実現させるための適切な指導・助言が行われ
ていた。

79.5 3.3 3.2

アンケートで２または１を選択した理由
（※０「わからない」については理由の記述はない）
3 ・あまり楽しいと感じなかったから。
6 ・先生は陰で言われていることには対応できないから。
8 ・練習プリントが負担だから。
  ・部活が忙しくてできない。
  ・英単語テストの意義が理解できない。
　・テストは定期テストだけでいいと思うから。
9 ・授業進度が少し早い時があるから。
10 ・両立は難しい環境だから。
    ・特に言われたことがないから。
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平成27年度　学校評価アンケート（２年生対象） 平成28年１月実施　回答者数（203名）　　

あてはまる・おおむ
ねあてはまる（％）

今年度
平均値
（４段階）

１年次の
平均値
（４段階）

1 コース制は、自分の適性や進路目標に対応していた。 92.6 3.4

2
個人面接は、自分の適性や生活を見つめ、進路について考える良
い機会であった。

89.6 3.4 3.3

3
進路見学会や進路相談会は、進路情報を得たり進路について考
えたりする良い機会であった。

92.6 3.5 3.4

4
体育祭や文化祭などの学校行事は、自発的に活動できる良い機
会であった。

95.6 3.5 3.3

5
部活動への参加により、協調性や自己肯定感を身につけることが
できた。

82.8 3.5 3.2

6
地域での活動は、達成感を味わい、自主性を高める良い機会で
あった。

87.7 3.4 3.0

7
差別やいじめを許さない、誰もが安心して過ごせる学習環境が整
えられていた。

88.6 3.4 3.2

8 心の悩みに対して、適切な援助・支援が行われていた。 83.3 3.4 3.0

9
漢字・英単語テストや課題テストは、家庭学習に取り組む良い機会
となった。

92.6 3.5 3.2

10 授業を中心とした適切な学習指導が行われていた。 93.1 3.4 3.2

11
勉強と部活動の両立を実現させるための適切な指導・助言が行わ
れていた。

85.2 3.4 3.2

アンケートで２または１を選択した理由

（※０「わからない」については理由の記述はない）

1 ・２年生になってから就職すると決めたけど、遅かったから。

2 ・大したアドバイスをされていないから。

4 ・クラスマッチで人数によって種目が制限されたから。

   ・文化祭で色々制限されて楽しくないから。

7 ・みんな周りの人のことを考えていないから。

9・勉強は学校でしていたから。
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平成27年度　学校評価アンケート（３年生対象） 平成28年１月実施　回答者数（199名）

あてはまる・おおむ
ねあてはまる（％）

今年度
平均値
（４段階）

２年次の
平均値
（４段階）

1 コース制は、自分の適性や進路目標に対応していた。 87.9 3.4 3.1

2
個人面接は、自分の適性や生活を見つめ、進路について考える良い
機会であった。

90.4 3.4 3.1

3
進路見学会や進路相談会は、進路情報を得たり進路について考えた
りする良い機会であった。

95.5 3.5 3.3

4
体育祭や文化祭などの学校行事は、自発的に活動できる良い機会
であった。

95.5 3.6 3.4

5
部活動への参加により、協調性や自己肯定感を身につけることができ
た。

80.9 3.6 3.2

6
地域での活動は、達成感を味わい、自主性を高める良い機会であっ
た。

87.4 3.4 3.0

7
差別やいじめを許さない、誰もが安心して過ごせる学習環境が整えら
れていた。

85.9 3.4 3.2

8 心の悩みに対して、適切な援助・支援が行われていた。 75.3 3.3 3.0

9
漢字・英単語テストや課題テストは、家庭学習に取り組む良い機会と
なった。

90.9 3.4 3.1

10 授業を中心とした適切な学習指導が行われていた。 94.0 3.4 3.2

11
勉強と部活動の両立を実現させるための適切な指導・助言が行われ
ていた。

85.3 3.3 3.1

アンケートで２または１を選択した理由
（※０「わからない」については理由の記述はない）

1・進路が途中で変わったので。
7・全然安心できる環境だとは思わなかったから。
8・特に支援などなかったから。
10・進路などより、部活を優先するように言われたので。
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平成27年度　学校評価アンケート（３年生保護者対象） 平成28年１月実施　回答者数（１９２名）　　　

あてはまる・おおむ
ねあてはまる（％）

平均値
(4段階)

1 生活態度やマナー等の指導が適切に行われていた。 89.6 3.3

2 コース制に応じた進路指導が適切に行われていた。 92.2 3.3

3
進路見学会や進路相談会は、進路情報を得たり進路について考え
たりする良い機会であった。

93.1 3.4

4
体育祭や文化祭などの学校行事は、自発的に活動できる良い
機会であった。

96.3 3.6

5
部活動では、生徒の心身の育成につながる活動ができてい
た。

87.5 3.5

6
ボランティア活動は、地域と生徒とのつながりを意識する良い機会で
あった。

90.1 3.5

7
差別やいじめを許さない、誰もが安心して過ごせる学習環境
が整えられていた。

86.4 3.3

8 心の悩みに対して、適切な援助・支援が行われていた。 79.1 3.3

9
琴平高校は、地域や保護者に向けて、適切に教育活動の発信
を行えていた。

94.2 3.4

10
琴平高校での高校生活は、生徒にとって満足できるもので
あった。

94.8 3.5
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平成27年度　学校評価アンケート（教員対象） 平成28年１月実施　回答者数（45名）

あてはまる・おおむ
ねあてはまる（％）

平均値
（４段階）

1 教務
①行事等による授業時数の減少を最小限にし学習時間を確保する。
②より良いコース運営をめざし、教育課程を検討する。 86.7 3.1

2
生徒
指導

①規範意識を高め、基本的生活習慣を身に付けさせる。
②全職員が共通理解を持って指導できるような組織づくりをする。 95.6 3.2

3
進路
指導

①早期に明確な進路目標を持たせる。
②情報共有、情報提供を適切に行い、進路情報を有効に活用する。 86.6 3.1

4
特別
活動

①特別活動への積極的参加の推進。協調精神、自己肯定力の育成。
②地域交流やボランティア活動を通じ、達成感、自己効力感を得る。 97.7 3.2

5

人権
  ・

同和
教育

①教職員の人権問題・同和問題に関する認識の深化、指導力の向上、差別やいじめ
を許さない毅然とした姿勢により、誰もが安心して過ごせる学習環境を整える。
②地域社会や小中学校等との交流・情報交換を密にし，進路保障のための協力体制
をつくる。

97.8 3.2

6
保健
環境

①性教育・薬物乱用防止教育に関する講演会・LHRを通して、命の大切さや尊さを学
び自己肯定感を養う。
②地域防災避難所としての役割を把握する。

88.9 3.0

7
教育
相談

①生徒の悩みや困り感の早期発見、早期対応を図り、支援していくことで、生徒が学習
に集中できる環境を整える。
②生徒の出席状況を把握し欠席等の原因を解明することにより、悩みの解決、規則正
しい生活のための支援をする。

100.0 3.4

8
教育
研究

①学習意欲を高め学力を向上させるための取り組みを充実させる。
②学校図書館を活性化し、読書活動を推進する。 88.9 3.0

9
広報・
渉外

①｢琴高通信｣の発行、ホームページの適時更新により、本校の教育活動を発信する。
②ＰＴＡ活動、同窓会活動を通じて、保護者、同窓会との連携を密にする。 95.6 3.3

アンケートで２または１を選択した理由
（※０「わからない」については理由の記述はない）

1 ①・時代の変化かもしれないが、年間の授業内容を減らす必要を感じる。 4 ②・学校行事が生徒主体になっていない気がする。

　　・学校行事が多い気がする。 6 ②・特に意識したことがない。・地域との自営防災連携が進んでいない。

　②・いろいろな人の意見があり、まとめていくのが難しい。 8 ①・本校の実態に即していない。・なかなか学習意欲・学力が向上しないから。

2 ②・共通理解が取れていないと思う時がある。 　　・今までと大きく変わっておらず、生徒も全然勉強習慣がついていません。

3 ①・生徒が明確な進路目標が具体的に持てていない。・計画的に早期から取り組めていない。 　　・学力向上というより、現状把握にとどまっている。評価項目を変えた方がよいのではない

　②・推薦基準がいつのまにか変わっていたり、あいまいであると感じる時がある。 　②・図書館の活性化の定義がわかりにくいが、生徒がよく利用している感じはあまりない。

　　・情報を共有しながら全員で進路指導にあたるのが難しい。警察や公務員志望の集団面接等、練習システムを構築していく必要がある。
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◆ 学校評価アンケート（３年保護者からの記述意見） 

・琴平高校に通わせて良かったと思っています。とても良い学校です。 

・３年間の子供の成長を見ていると琴平高校に入学させて良かったと思います。厳しい部活動をやり遂

げ、素晴らしい先生方に恵まれました。感謝しています。 

・琴高ＨＰをもっと使って、部活やボランティアなどを発信するのが良いと思います。 

・高校生活をほとんど休まず通えたのは、娘の努力もありますが、琴平高校が良い環境で、先生方や友だ

ちに恵まれたからだと思います。私自身も先生方にたいへんお世話になりました。 

・親との会話が少なくなる年頃ですが、勉強に部活によく頑張っていると思いました。遊びに来る友だち

との楽しげな会話を聞くと、充実した高校生活が送れていたように思います。安心して学校に送り出せた

こと、とてもうれしく思います。３年間ありがとうございました。 

・体育祭や文化祭などの学校行事を通じ、互いの良い所を認め合い、協力することの大切さをしっかり学

べていたと思います。ご指導ありがとうございました。 

・型にはまらず、おおらかに成長できたと思います。 

 

◆ 学校評価アンケート（３年生からの記述意見） 

・高校生活はあっという間なので、一日一日大切にした方がよいと思う。 

・一年だからまだいいやと思って勉強しなかったけれど、ほんとに一年から勉強していた方がいいです。 

・後悔しないように学校生活に取り組んでください。 

・部活動を頑張るのはいいことだが、勉強も頑張れ。 

・当たり前のことだけするのではなく、もっと自分自身で考えて行動しよう。 

 

◆ 学校評価アンケート（教員からの記述意見） 

・若い人が少ないせいか、若い人に仕事が多く集まる傾向にあるのではないか。 

・面接指導の面で、特に新しく来た先生が、勝手がわからず大変そうだった。面接用指導の冊子等の必要

があると感じた。 

  



平成２７年度学校関係者評価委員会 

 

 日 時：平成２８年２月１９日（金）１５：００～１６：１５ 

 場 所：香川県立琴平高等学校 小会議室 

 参加者：学校関係者評価委員３名（学校評議員３名） 

     学校職員４名（教頭、教頭、事務部長、教務主任） 

 

１ 学校関係者評価委員の状況 

校務分掌、学年団、教科のそれぞれが行った本年度の重点目標に対しての取り組み状況と自己評価、来

年度の重点目標について、評価表（p.2~16）を見ながら教頭が説明を行った。また、１年～３年の生徒、

３年生保護者、教員のアンケート結果(P.17~22)についても教頭が説明を行った。その説明の中で、今年

度より、各アンケートにおいて、２「あまりあてはまらない」と、１「あてはまらない」を選択した場合、

その理由を記述する必要があったが、その数は少なかった。５「あてはまる」、４「おおむねあてはまる」

を選択した割合が高く、最低でも７５．３％、最高では１００％を占める項目もあった。ただ、生徒アン

ケートの質問項目「心の悩みに対して、適切な援助・支援が行われていた」などのように、０「わからな

い」と選択した割合が高い項目もあった、と報告した。このことについては、学校評議員から、「この質

問は学校全体の取り組みについて聞いている。例えば、生徒に『ＳＣやＳＳＷに相談できることを知って

いますか』という質問に変えてみるとか、生徒には『あなたは？』とか、保護者には『あなたのお子様

は？』という聞き方をすれば、ＳＣやＳＳＷの認知度を図れるのではないかと助言を受けた。また、もう

一人の学校評議員からは、『貴校の重点目標でもある地域連携の推進は、かなり行われているように感じ

たが、アンケート結果では、評価が低いように見て取れる。学校内では地域連携が認知されておらず、一

部の生徒のみの活動になってはいないか。もっと多くの生徒に参加を呼び掛けてはどうか。』という助言

を受けた。地域連携の活動内容が生徒にわかりづらく、活動の内容の「見える化」を図ってみてはという

助言があった。 

その他、ＳＣやＳＳＷの勤務状況や、他校でよく耳にする登校時の生徒のマナーなどについての質問が

あった。また、学校側から、今年度本校が取り組んだ「かがわの高校アクションプラン『琴高地域ふれあ

い・おもてなしプラン』」の報告を兼ね、ボランティアセンターの設置や、「琴高ふれあいダイアリー」の

発行についても報告した。 

 

２ 平成２８年度に向けて 

 校務分掌、学年団、教科における自己評価は、概ね良好であり、特に問題となる結果は出ていないが、

重点目標と具体的取り組み、年度途中の見直しと年度末の評価の内容が、本校のミッション、ビジョン、

そして重点目標を踏まえたものに必ずしもなっていないところを改善していかなければならない。また、

学校評議員から指摘があったように、生徒、保護者、教員のアンケートの質問の仕方や、今年度新しくし

た理由記述の方法など、教育研究部を中心にアンケートをより効果的なものにするための検討がなされ

るべきである。そして、ここ数年、生徒が落ち着いて学校生活を送れている状況を評価する一方で、各校

務分掌、学年団、教科などが、本校の重点目標「地域社会で活躍するたくましい人材の育成」を達成する

ために協力・理解を行い、活動内容の「見える化」を図っていく必要があると考えている。 




